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第３章　 単元計画の作成　【解説P60～63】

第１節　単元計画の基本的な考え方

単元とは、生徒の学習過程における学習活動の一連の「まとまり」という意味である。単元計画

の作成とは、教師が意図やねらいをもって、このまとまりを適切に生み出そうとする作業に他ならな

い。単元づくりは、教師の自立的で創造的な営みである。学校としてすでに十分な実践経験が蓄積さ

れ、毎年実施する価値のある単元計画が存在する場合でも、改めて目の前の生徒の実態に即して、単

元づくりを行う必要がある。

単元計画の作成は、大きく次の２つに分けることができる。まずはじめに単元を構想する。次に単

元の計画を具体的に書き表す。実際には、２つの作業を行きつ戻りつして望ましい単元計画を作成し

ていくことが大切である。

１．単元計画作成の手順

単元計画の作成にあたっては、次ページ「単元計画作成の手順チャート」にそって、以下の ～

の手順が考えられる。

全体計画・年間指導計画を踏まえる

単元計画を作成するにあたっては、その前提として、学校の全体計画・年間指導計画を踏まえる必

要がある。　

３つの視点から、中心となる活動を思い描く

単元構想の出発点として、「生徒の興味・関心」「教師の願い」「教材の特性」の３つの視点が考

えられる。どの視点から構想を始めても、他の２つの視点についても十分に思いを巡らせることが大

切である。

①　生徒の興味・関心

　生徒の実態や興味・関心を出発点とすることで、生徒の主体的な活動が保障できる。

②　教師の願い

教師の願いを出発点とすることで、どんな内容について学ばせたいのか、どんな資質や能力及び態

度を身に付けさせたいのかを明確にした単元構想が可能となる。

③　教材の特性

教材とは、生徒の学習を動機付け、方向付け、支える学習の素材のことである。

教材 ( 学習材 ) の特性を出発点とすることで、どのような問題解決や探究活動を行うことができる

か、明確に見通すことができる。その際、横断的・総合的な学習になるように意識することが求めら

れる。
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図 1　単元計画作成の手順チャート
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探究的な学習として単元が展開するイメージを思い描く

で思い描いた中心的な活動を、生徒主体の価値ある探究的な学習にするためには、次の二つの

ポイントがある。

①生徒による主体的で粘り強い問題の解決や探究活動を生み出すには、生徒の関心や疑問を重視し、

適切に取り扱うこと。

②問題の解決や探究活動の展開において、教師が意図した学習を効果的に生み出していくこと。

　　生徒が主体的に進める活動の展開においては、教師が意図した内容を生徒が自ら学んでいくよう

に単元を構成する点に難しさがある。そこでまず、その関心や疑問から、生徒はどのような活動を

求め、展開していくだろうかと考える。そして、活動の展開において出会う様々な問題場面と、そ

の解決を目指して生徒が行う問題の解決や探究活動の様相、さらにそれぞれの学習活動を通して生

徒が学ぶであろう事項について、考えられる可能性をできるだけ多面的、網羅的に予測する。もち

ろんその際には、各学校で定めた内容、育てたい資質や能力及び態度との照らし合わせを行う。

単元構想の実現が可能かどうか検討する

まず、単元を構成する諸活動を考えた後に、各活動が生徒の意識や活動の自然な流れに沿って展開

できるかを検討する。流れに不自然さや無理がある場合には、順番を入れ替えたり、活動の間に別の

活動を挟んだり省略したりすることで、単元構想の実現可能性をより高めることができる。さらに、

各活動の授業時数、学習環境、学習形態、指導体制、各教科・科目等との関連等の多様な視点から、

単元構想が実現可能かどうか吟味する。

単元計画としての学習指導案を書き表す

単元の計画を具体的に表現するには、以下のような構成要素が考えられる。

　　○単元名　　　　　　　　　　　　　　　○地域や学校の特色

　　○単元目標　　　　　　　　　　　　　　○社会の要請

　　○生徒の実態　　　　　　　　　　　　　○学校経営目標との関連

　　○育てようとする資質・能力及び態度　　○学校研究課題との関連

　　○学習課題、学習対象、学習事項　　　　○各教科・科目等との関連

　　○教材について　　　　　　　　　　　　○単元の評価規準

　　○教師の願い　　　　　　　　　　　　　○指導計画・評価計画　　　　など

　　

単元の実践

どれだけ丁寧に単元づくりを行っても、生徒の活動は教師の想定通りにはならない場合もある。そ

の際には、計画通りに実行するのではなく、生徒の動きに応じて柔軟に修正しつつ学びを生みだそう

とする、教師の構えが重要になってくる。

指導計画の評価と改善

単元の実践を振り返り、単元計画を見直すとともに、次年度の全体計画や年間指導計画の改善に役

立てることが必要である。
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２．単元計画としての学習指導案

単元計画を書き表す上での基本的なイメージは、次の図２のようになる。ここでは、単元計画の構

成要素（単元計画に記される基本的な内容）について示し、その具体例については第２節において示

す。

図２　単元計画の基本的な構成要素

平成○○年度 ○○中学校 総合的な学習の時間 第○学年（○学○組）単元計画

１ 単元名

　総合的な学習の時間において、どのような横断的・総合的な学習や探究的な学習が
展開されるかを一言で端的に表現したものが単元名である。総合的な学習の時間の単
元名については、①生徒の学習の姿が具体的にイメージできる単元名にすること、② 
学習の高まりや目的が示唆できるようにすること、に配慮することが大切である。

２ 単元設定の理由

　ここでは、なぜこの単元を計画したかについて、様々な要素からその設定理由を述
べる。要素としては、①生徒の実態、②育てようとする資質や能力及び態度、③教材
について（ 内容とのかかわり）、④教師の願い、⑤地域や学校の特色、⑥社会の要請、
⑦学校研究課題との関連、⑧各教科等との関連等が挙げられる。

３ 単元目標

　どのような学習を通して、生徒にどのような内容を学ばせ、どのような資質や能力
及び態度を育成するのかを明確に示したものが単元目標である。各学校の目標や内容、
育てようとする資質や能力及び態度を視野に入れ、中核となる学習活動をもとに構成
することが考えられる。なお、目標の標記については、一文で示す場合、箇条書きに
する場合などが考えられる。

４ 単元の評価規準

５ 指導計画（○時間）

評価の観点
評価規準

　評価の観点を設定する際には、①育てようとする資質や能
力及び態度を踏まえた観点、②総合的な学習の時間の目標を
踏まえた観点、③教科との関連を明確にした観点の３つが考
えられる。

学習過程
( 時間数 ) 活動内容 指導のポイント・関連する教科等 等

　活動内容や時間数、学習環境をより具体的に記述するとともに、それぞ
れの活動における指導のポイントや関連する教科・科目等の学習内容、評
価の視点等についても示すことが求められる。

平成○○年度 ○○高等学校 総合的な学習の時間 第○学年（○学○組）単元計画

⑦学校経営目標との関連、⑧学校研究課題との関連、⑨各教科・科目等との関連等が挙げられる。

　評価の観点を設定する際には、①総合的な学習の時間の目標を踏
まえた観点、②各学校で定めた「育てようとする資質や能力及び態度」
を踏まえた観点、③各教科の評価の観点との関連を明確にした観点の
３つが考えられる。

指導のポイント・関連する
教科・科目等　等
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１年生 ２年生 ３年生

４
５
６
７
８
９
10
11
12
１
２
３

「探究への扉を開く」（18時間）
①個別テーマを調査する
　・個別課題を設定する
　・個別レポートの作成
②グループテーマで発表する
　・グループ発表の準備
　・ポスターセッション

「社会とつながる」（17時間）
①職場実習を体験する
　・訪問企業を決め、事前学習
　・職場実習
②訪問企業のパンフレットを作る
　・職場実習の報告を作成
　・訪問企業のパンフレット作り

「大災害　そのとき私たちに
できること」（35時間）
①地域の被害想定を調査する
（12時間）
　・被害想定の調査
　・ポスターセッション
②避難所での活動を具体化する
（13時間）
　・疑似体験による問題点の把握
　・避難所での具体策の検討
③災害図上訓練を実施する
（10時間）
　・地域の人と合同訓練
　・社会参画の意識の確認

「興味を深く掘り下げる」（22時間）
①個別課題で論文を書く
　・個別課題を設定する
　・論文を作成する
②論文発表会で発表する
　・発表資料を作成する
　・全体発表会

「社会問題を討論する」（13時間）
①社会問題への理解を深める
　・テーマについて情報収集する
　・情報収集の結果を報告する
　・問題点、疑問点を討論する

第２節　単元計画作成の具体的手順

前節の考え方に沿って、単元計画を作成した事例を示す。

単元名「大災害　その時私たちにできること」（ 第２学年 １単位）

１．全体計画・年間指導計画を踏まえる

■全体計画との関連

《単元の概要》
　学校で被災し、学校が避難所となったとき自分たちができることを考える活動を中心に、これまでの
災害の歴史や被害予測、地域防災の現状、地域の方からの高校生への期待を知ることで、自分に何が
できるかを主体的に考え、地域・社会の一員としての自覚を高めるよう学習活動を展開した単元である。

■年間指導計画との関連
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事例①　Ａ高等学校　総合的な学習の時間　全体計画

また、中学校で行われている総合的な学習の時間の情報を収集するとともに、生徒がそこで身に付

けてきた資質や能力及び態度をもとにさらに発展した学びを展開できるよう全体計画を作成した。

特に、自分がもつ地域という概念を日本、世界へと広げて捉えるとともに、どのような社会の未来

を創っていくか、そのために自分はどのような生き方をするのかという視点を重視している。

こうして明らかにした資質や能力及び態度と学習対象や学習事項などの内容を各教科・科目等と関

連させながら学習活動を行うよう全体計画を構想している。

＜生徒・学校の実態＞
・知的好奇心や学習意欲が高く、自分の意見をもって
いる。

・集団活動では周囲を意識しすぎて、ややコミュニケー
ションが深まりにくい場合もある。

・生徒と教員の間の信頼関係が強い。
・二つの学科を有し、県内広範囲からの進学者がいる。
・中心市街地から近く、幼・小・中・高も隣接し、公
共施設に恵まれた文教地区に位置する。

＜保護者・教職員の願い＞
・希望する進路に向けて、充実した学校生活を
送ってほしい。

・生涯の友人との出会いと協同を大切にしてほ
しい。

・自ら学び、考え、判断し、発信していく主体
となってほしい。

・国際的視野を持ち、社会に貢献できる豊かな
人間になってほしい。

＜学校教育目標＞
・協同・友愛の学校生活を送る。
・真理に対する情熱をいだき、謙虚に努力精
進する。

・自主自立の精神のもと、人間としての成長
と公民としての資質の陶冶に努める。

＜地域・社会の要請＞
・将来、地域社会のよき担
い手となれるよう、地域
の活性化に参画すること
を期待されている。

・持続可能な社会の構築に
向けて、若い世代への期
待が高まっている。

＜地域・社会の実態＞
・伝統文化に支えられた地方都市で、社会的インフ
ラにも恵まれているが、中心部の空洞化、高齢化
に伴う衰退が進行している。

・少子高齢化、経済の停滞の煽りを受け、就職内定
率の低迷等、若者を取り巻く切実な問題も噴出し
ている。

・世界的にも、地球環境問題など、解決の難しい現
代社会の諸問題が山積している。

＜【探究プロジェクト】の目標＞

横断的・総合的な学習や探究的な活動を通し、
自ら課題解決に取り組み、協同的な課題解決
の学び方を身に付けるとともに、持続可能な
社会の形成に参画するための自己の在り方生
き方について考える。

＜育てようとする資質・や能力及び態度＞

法
方
習
学
・複雑な問題状況を踏まえて適切な課題を
設定する。

・複雑な問題状況における事実や関係を構
造的に把握し、自分の考えを形成する。

・学習の仕方や進め方を内省し、現在及び
将来の学習や生活に生かそうとする。

身
自
分
自 ・自らの行為について当事者意識と責任を

もって意思決定する。
・自らの生活の在り方を見直し、改善に向
けて日常的に実践する。

会
社
や
者
他 ・異なる意見や他者の考えを受け入れ、尊

重し理解しようとする。
・課題の解決に向けて多様な社会活動に当
事者意識をもって参画する。

＜各学校において定める内容＞
課題 学習対象 学習事項

まちづくり

まちづくりや
地域活性化に
向けた取組

　地域の人々がつながり、支え合っ
て暮らすことの意義と課題につい
て認識する。
　まちづくりや地域活性化に取り組
んでいる人々や組織とその思いを知
り、地域の担い手としての自覚をも
ち、まちづくりや地域活性化のための
活動や取組について考え参画する。

環境と防災
防災のための
安全な地域づ
くりとその取
組

　過去の災害。被害状況の認識と、その
反省に基づく防災意識や取組の意義。
　地域社会の一員として、災害に備えた
安全なまちづくり、学校づくりの担い手と
しての自覚と取組。

世界の中の
日本

世界の中の日
本の役割と課
題、未来

　世界の中の日本の役割と課題を
認識した上で、日本の近未来社会
のプランを考えとらえる。

＜指導方法＞

・生徒の課題意識
を発展し深化さ
せる支援

・個に応じた指導
及び協同的な学
習活動の充実

・各教科・科目と
の関連的な指導
内容の工夫

・言語活動による
体験の意味の自
覚化と深化

＜学習の評価＞

・ポートフォリオを活用し
た評価の充実

・観点別学習状況を把握
するための評価規準の
設定

・指導と評価の一体化の
充実

・学期末、学年末における
指導計画の評価と改善

・授業分析による学習指
導の評価と授業改善

・学校運営協議会を活用
した評価の実施

＜指導体制＞

・運営委員会による校内の連
絡調整と支援体制の確立

・広範な学習支援者の確保
と効果的運用

・ワークショップ型研修の
充実

・校内の全教職員による相
互支援体制の構築

・実行委員会の定期的打ち
合わせや情報交換の実施
（週時程内の運用）

・円滑な学習活動の進行の
ための環境整備

＜学習活動＞

次
年
１ 「探究への扉を開く」
「社会とつながる」

次
年
２ 「大災害　そのとき私
たちにできること」

次
年
３
「興味を深く掘り下げ
る」「社会問題を討論
する」

本単元で主に育てようとする
資質や能力及び態度

単元で扱う内容

＜目標＞
横断的・総合的な学習や探
究的な活動を通し、自ら課
題解決に取り組み、協同的
な課題解決の学び方を身に
付けるとともに、持続可能
な社会の形成に参画するた
めの自己の在り方生き方に
ついて考える。

【学習対象】
防災のため
の安全な地
域づくりと
その取組

【学習事項】
・過去の災害の被害状況の認識とその反省に
基づく防災意識や取組の意義

・地域社会の一員として、災害に備えた安全なま
ちづくり、学校づくりの担い手としての自覚と取組

・複雑な問題状況を踏まえて適切な課題を設定する。
・複雑な問題状況における事実や関係を構造的に把握し、自分の考えを形成する。
・自らの行為について当事者意識と責任をもって意思決定する。
・異なる意見や他者の考えを受け入れ、尊重しようとする。
・課題の解決に向けて多様な社会活動に当事者意識をもって参画する。

学習方法

自分自身

他者や社会
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２．３つの視点から生徒の姿を思い描く

全体計画で示された、学習課題、学習項目、育てようとする資質や能力及

び態度を、どのような教材で、どのような活動を通して学ぶのかを、「生徒

の興味・関心」、「教師の願い」、「教材の特性」の３つの視点から具体的

に検討する。

単元名「大災害　そのとき私たちにできること」

単元全体の流れを、３つの視点を関連させながら構想した例を示す。

Students
－生徒の興味・関心－

Teachers
－教師の願い－

Materials
－教材の特性－

※スタートは、
生徒の疑問や関心から

《生徒の興味・
関心を把握する》

各教科・科目等

での学習や日常生

活の様子、ノート

や生活の記録、保

護者から寄せられ

た生徒の様子など

生徒の関心や疑

問がうかがえる各

種の資 料を収 集

し、精査すること

が考えられる。

《生徒の関心や
疑問を生かす》

次の３点につい

て考えられる可能

性をできるだけ多

面的、網羅的に予

測する。

①活動の展開にお

いて出会う様々

な問題場面

②その解決を目指

して生徒が行う

問題解 決や探

究活動の様相

③それぞれの学習

活動をとおして

生徒が学ぶで

あろう事項

この地域でどんな被害が出
るのか詳しく知りたい

地震や津波、交通機関な
ど、目に見えやすいものに
調査が偏ってしまうなぁ

災害から身を守るために、
何をしておけば良いだろう

いざというときどこに避難
できるのか

避難生活で実際に困ること
は何だろう

今から個人で準備できるこ
とは何だろう

学校の防災訓練も、地域の
防災訓練もあまり参加した
い行事ではない

いつもの訓練は、話を聞くば
かりで具体的な活動がない

地域の災害の歴史や被害想
定について調べることで、
課題意識をもたせたい

地域の被害について、十分な
情報を得る活動を設定しよう

自治体が出している調査報
告の項目分けが、調査分野
の設定に参考になるようだ

地震、津波、火災、建物、
交通機関、ライフライン、
避難生活などの調査分野を
設けよう

地域の人に話を聞いたり、一
緒に活動したりする体験活
動を取り入れたらどうだろう

地域の人の防災意識につい
て、インタビューする活動
をどこかに入れたい

校外での活動時間の確保が
難しそうなので、夏休みの
宿題にしよう

インタビューだけでなく、
地域の人と合同で防災訓練
してみてはどうだろう

図上訓練用の教材で、避難
所運営を擬似体験できるも
のがある

調査対象が幅広く、調査す
る際の焦点を絞りづらいの
ではないか

個人的な問題については考
えることができるようなの
で、地域の一員としての自
覚をもたせたい

体験的な教材を探してみよう

この教材を使ってどんな活
動ができるか考えてみよう

体験活動の中から、新たな
問題を発見して、探究活動
が深まるように位置付けよう

体験活動の中から、新たな
問題を発見して、探究活動
が深まるように位置付けよう
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Students
－生徒の興味・関心－

Teachers
－教師の願い－

Materials
－教材の特性－

《意図する学習
を生かす工夫》

どこでどのよう

な意図的な働きか

けをする必要があ

るのか、その際に

留 意 すべき事 柄

は何かなども、具

体的に明らかにす

る。

《生徒の目線で
丁寧に単元を構
想する》

各 学校が設定

した目標 及び 内

容、育てようとする

資質や能力及び態

度が、確かに実現

するかどうかを判

断する。

この教材を使ってどんな活
動ができるか考えてみよう

避難所全ての動きでは、考
える範囲が広すぎないか

年間を通した活動のバラン
スを考えなくてよいか

疑似体験を通して気付いた
ことを、具体策の検討にい
かしていこう

自分とは異なる視点をもっ
た発表を聞くと、知識の幅
が広がり、疑問が生まれる
なぁ

地域の人の助言から、災害
時の高校生に対する期待は
高いんだなぁ

災害時には地域の期待に応
えたい

条件設定を変えることで、
複数回の実施にも対応でき
る教材である

十分な準備を行えば、地域
の人や近隣の小中学校の児
童・生徒とも合同で実施で
きるのではないか

被災者管理、情報、食料・物
資、施設管理、保健・衛生、
ボランティアなどの係に分か
れて具体策を考えさせよう

地域の災害調査を１学期、
避難所運営の具体策を２学
期、防災フォーラムを３学期に
開催し、連続性をもたせよう

生徒との合同訓練に参加し
た地域の人を、フォーラムのパ
ネラーにして、この単元での
学習について助言をもらおう

このような活動を通して、学
校や地域での防災訓練への
意識を高めることができるの
ではないか

地域の災害を調べた後、避
難所運営の具体策をまとめ
た後に、それぞれ発表会を
設定しよう

体験活動で気付いたこと
を具体的な避難所での行
動としてまとめよう

災害時に避難所で起こる
様々な出来事について、グ
ループで考える教材である

避難所では、思っていたよ
りも様々な事態が起こるん
だなぁ

避難所運営をテーマにするこ
とで、災害時の具体的な行
動を考えやすいのではないか

活動の区切りごとに発表の
機会を設定して、新たな問題
点に気付くようにしたい

この単元のまとめとして、学習
の成果を発表する機会を設
けてはどうだろうか

生徒間の協同、地域の人と
の協力の場面を設定でき、地
域社会への貢献について意
識する活動として導入しよう

自治体が発行している避難
所運営マニュアルを元にす
れば、より具体的な行動を
考えられそうだ

単元を通して、このことを
意識できるように、声を掛
けていこう

地域に開いた発表会として
防災フォーラムを実施しよう

合わせてこの単元の成果物
の発表も実施しよう
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３．探究的な学習として単元が展開するイメージを思い描く

これまでに考えた単元構想を具体化する際に、学習過程を探究的に

するよう、単元の計画を考えた。

《情報の収集では》
具体的な体 験 活

動が何のための学

習活動であるのか

を自覚して行うこ

とが大切である。

《課題の設定では》
生徒が自ら課題意

識をもち、その意

識が連続発展する

ように工夫する。

《整理・分析では》
探究活動の過程

を振り返り、自分

の取組みと課題と

の整合性を点検す

る機会を設ける。

《まとめ・表現では》
まとめたり表現し

たりすることで、情

報を再構成し、新

たな課題を自覚す

る。

第１小単元「地域の被害想定を調査する」の概要
10 のテーマで班編成し、この地域の災害の歴史と今後の災害で考えら

れる被害についてまとめ、ポスターセッションを行う。

第２小単元「避難所での活動を具体化する」の中心となる活動
自分が通う学校が避難所となったときに、高校生として具体的にどんなこと

ができるかを考え、まとめて発表する活動を、この単元の中心の活動とする。

第３小単元「災害図上訓練を実施する」の概要
第２小単元までの学習を生かして、地域の人、近隣の小中学生と合同で「避

難所運営シミュレーション」を実施する。さらに、本単元での学習の成果を「防

災フォーラム」として、地域の人を招いて開催する。

災害時における高校生
への期待を知り、単元
への意欲を高める

避難所運営に関する意
識を高める体験活動と
して、小単元の最初に
位置付ける

個別分担の途中経過を
報告しあうことで、も
れ・重なりなく作業を
進める

気付いたことを言語情
報で保存する

個別分担に関するアイ
デアをグループで協同
的に出し合う

班員で情報を共有する
ことで、効率よく情報
収集する

個別分担の成果を報告
し、班のまとめ方につ
いて考える

ＩＣＴ機器を活用し
て、工夫した資料を作
成する

単元の学習をとおして
気付いた新たな問題を
意識する

前単元から

次の単元へ

・様々な条件の中でどれが最
適な選択かを分析する

整理・分析

・具体的な活動の最善策を統
一の形式にまとめる

まとめ・表現

・個人分担の具体的な仕事に
関する調査をする

課題の設定

・避難所の活動を班分けし、
希望活動班の調査をする

・班内で細かい仕事別に個人
分担を決める

前単元から

地域の人への聞き取り

活動の振り返り

情報カードの活用

班員による相互評価

班員による相互評価

教科「情報」との関連

単元の振り返り

「避難所運営シミュ
レーション」

ブレーンストーミング
ＫＪ法的手法

第２小単元の中心となる活動 意図した学習を生み出す
具体的な方策
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４．単元計画を具体的に書き表す

単元の構想で描いたイメージを、様々な条件を考慮して具体化する。

育てようとする
資質や能力及び
態度を、生徒が
取り組む学習活
動との関連にお
いて具体的に示
す。 

平成 25 年度　総合的な学習の時間「探究プロジェクト」
第２学年 単元計画

１．単元名 　「大災害　そのとき私たちにできること」（35 時間）

２．単元設定の理由
（１） 教材について

この教材は、生徒が地域の人と問題意識を共有しやすく、世代を超
えた協同的な体験活動が可能である。また、高校生としてできること
を具体的な状況に基づいて考えることで、地域・社会の一員としての
自覚を高め、どのような貢献ができるのかを考えさせる機会としたい。

ア　生徒の実態
本校の生徒は地域住民との連携や防災意識が十分であるとはい

えないが、震災や災害対策等に関する興味・関心は高まっている。
イ　地域の実態

この地域は、大地震が想定されており、防災に関する意識は高
い。高校生の力への期待は強いが、地域ごとの防災訓練等への高
校生の参加が少なく、若者の防災意識の低下が懸念されている。

（２）単元で育てようとする資質や能力及び態度

（３）単元で学ぶ内容
ア　過去の災害の被害状況の認識とその反省に基づく防災意識や

取組の意義
イ　地域社会の一員として、災害に備えた安全なまちづくり、学

校づくりの担い手としての自覚と取組

３．単元目標　　
地域で働く人々の仕事に対する姿勢や願いを通して、職場体験を通

して生じた関心や疑問を探究することで、職業や自分に対する理解を
深め、自己の将来の生き方を考える。

4．単元の評価規準　　

全体計画にある
「資質や能力及
び態度」と「内
容」を踏まえ、
この単元の独自
性や重点が見え
るよう、全体計
画より具体的に
書く。

単元の目標は、
箇条書きで複数
個示す方法もあ
る。

評価の観点 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会に関すること

評価規準 ①地域の災害に関する
調査から、自ら解決
したい課題として設
定している。

②異なる立場の人から
情報を収集し、それ
ぞれに対応した避難
所運営マニュアルの
具体策を作っている。

①グループでの活動に
おいて、災害時にお
ける自分自身の役割
を明らかにし伝えて
いる。

①様々立場から災害時
における、高校生に
対する期待について
理解している。

②災害発生時に地域・
社会のためにできる
ことを具体的に考え
て行動している。

学習方法 ・複雑な問題状況を踏まえて適切な課題を設定する。
・複雑な問題状況における事実や関係を構造的に把握

し、自分の考えを形成する。
自分自身 ・自らの行為について当事者意識と責任をもって意思

決定する。
他者や社会 ・異なる意見や他者の考えを受け入れ、尊重しようと

する。
・課題の解決に向けてた様な社会活動に当事者理解し

意識をもって参画する。
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年間指導計画と
照らしながら、
探究的な学習と
なるよう、具体
的 に 描 い て い
く。

 時数配当は、生
徒が体験的な学
習を十分とれる
よう考慮して決
める。

主な学習活動 形態 場所 指導上の留意点

第
１
小
単
元　

12
時
間

地
域
の
被
害
想
定
を
調
査
す
る

単元オリエンテーション（１時間）
　・単元目標、評価規準の伝達
　・班テーマの希望調査
　　（10 のテーマから選択する）

学年 ホール

・テーマは、地震、
津波、火災、建物、
交通機関、ライフ
ライン、避難生活
などが考えられる

テーマの理解を深める（３時間）
　・各班のテーマに関連する情報を収集
　　（図書文献検索、インターネット検索）
　・個々の情報を関連付けて情報共有（ｳ

ｪﾋﾞﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ）
　・個人分担（小テーマ）の決定

個人

班

図書室
ＰＣ室
教室

・関連する情報を整
理することで適切
なテーマ設定につ
なげる

小テーマについて調べる（４時間）
　・各個人で情報を収集
　　（図書文献検索、インターネット検索）
　・調べたことをまとめ、班内発表（Ｉ

ＣＴ機器の活用）

個人

班

図書室
ＰＣ室
教室

・具体的な表やグラ
フを活用するよう
にアドバイスする

ポスターセッションをする（４時間）
　・ポスターの構成要素を検討
　　（ブレーンストーミング→ＫＪ法的手法）
　・要素のレイアウトを検討し、ポスターを作成
　・発表原稿の作成と発表準備
　・ポスターセッション

班

クラス

図書室

・表やグラフ、写真
を使用した視覚的
な工夫のアイディ
アを紹介する

第
２
小
単
元　

13
時
間

避
難
所
で
の
活
動
を
具
体
化
す
る

地域の要望を知る（１時間）
　・小単元、聞き取り調査の説明
　・夏休みに聞き取り調査を実施（イン

タビュー）

クラス ホール
各地域

・今後の流れの見通
しをもつための意
見交換をする

「避難所運営シミュレーション」（３時間）
　・「避難所運営シミュレーション」（擬

似体験）
　・擬似体験で気付いた問題点の整理

（ワークシート）
　・活動班の希望調査

班 教室

・活動班は、被災者管
理、情報、食料・物
資、施設管理、保健・
衛生、ボランティア
などが考えられる

活動班の具体策を検討する（５時間）
　・活動班の仕事の検討とグループ化
　　（ブレーンストーミング→ＫＪ法的手法）
　・グループ化したものを分担（インター

ネット検索）
　・各自が具体策を検討し班内発表（相

互評価票）
　・個人分担を再検討してまとめる

活動班

個人
活動班

教室

ＰＣ室

・前時で得た問題を
生かして検討するよ
うにする

・聞き取り調査で得た
情報を情報カード
で共有する

活動班の仕事を発表する（４時間）
　・活動班ごとに発表資料を作成（ＩＣ

Ｔ機器の活用）
　・発表原稿の作成と発表準備
　・具体策の発表（相互評価票）

活動班

クラス
ＰＣ室

・クラス内で他の班の
調べた様々な情報
を共有する

第
３
小
単
元　

10
時
間

災
害
図
上
訓
練
を
実
施
す
る

災害図上訓練の準備をする（１時間）
　・災害図上訓練についての説明
　・新グループ内で係分担

学年
班 ホール

・新グループで前単
元までの学習を活
用する

災害図上訓練（３時間）
　・地域の人と「避難所運営シミュレーション」
　　（擬似体験）
　・活動を振り返り、課題を検討（相互評価票

全体

班
ホール

・地域の方、小・中
学生と合同で実施
する

・授業参観として開
催する

防災フォーラムの準備をする（３時間）
　・活動班の仕事の修正点の検討と整理
　　（ブレーンストーミング→ＫＪ法的手法）
　・活動班の仕事の具体策を修正
　・発表原稿の作成と発表準備

活動班
個人

教室
ＰＣ室

・活動の中で得た問
題点を修正案に反
映する

防災フォーラムを開催する（２時間）
　・地域の人と討論する（パネルディス

カッション）
　・活動班の成果を発表（ポスターセッション）

全体 ホール

・発表を相互評価す
る

単元を振り返る（１時間）
　・活動に対する自己評価（ワークシート） 個人 教室 ・新たな課題の発見

につなげる

5．指導計画（35 時間）

学習のまとまり
ごとに学習活動
を決め、生徒の
意識に沿った探
究 活 動 を 進 め
る。

外部の人と合同
の体験活動を行
うために、指導
体制が十分に整
う 日 を 設 定 す
る。
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テーマ
時数 主な活動内容 集団 指導上の留意点

見
え
な
い
仕
事
を
意

識
す
る（
３
時
間
）

仕事の広がりを調査（3 時間）
・仕事つながりを発想
　（ブレーンストーミング、ウェビングマップ）
・関連企業を調査
　（インターネット検索、求人票等）
・調査結果のまとめと発表
・訪問企業候補の発表と希望調査

班

個人

班
クラス

・地元企業への興味を
喚起し、仕事・職業
の選択の幅を増やす
ことで、候補企業選
定につなげる。

実
習
の
目
的
を
絞
り
込
む

（
８
時
間
）

インターンシップガイダンス（1 時間）
・職業体験の意義を説明
・単元計画と評価規準を説明

学年
・実習への見通しを持て

るよう、具体的な活動を
イメージするようにする。

インターンシップの事前準備（6 時間）
・訪問企業を調査

（インターネット検索、会社案内等）
・事前打合せの準備
・訪問企業の担当者と事前打合せ

（各自で訪問又は電話等で打合せ）
・実習の目的と具体的な活動のまとめ
（ワークシート）
・事前準備の成果をクラスで発表

個人

クラス

・したい仕事以外から
も学ぶことがあるこ
とを伝える。

・実習の充実には事前
準備が大切であるこ
とを意識させる。

・生徒一人ひとりの実習
の目的を明確にする。

ビジネスマナー・企業経営講座（1 時間）
・会社訪問のマナーを学ぶ
・企業経営の視点を学ぶ
　（外部講師講座）

学年

・実習で必要なマナー
を身に付け、実習へ
の意識を高める。

実
習
す
る

（
夏
休
み
中
）

インターンシップ（夏休み中の２日間）
・就業体験、ジョブシャドウ
・社長からの経営講座
・働く人の思いをインタビュー

個人

・生徒の実習先を巡回
し、企業からの要望
等にすぐに対処でき
る体制を整備する。

体験レポートを作成（夏休み中） 個人

体
験
を
言
葉
で
整
理
す
る

（
７
時
間
）

体験レポートを作成（2 時間）
・夏休み中の成果を班内で報告
・体験レポートの作成を継続

班
個人

・班内で相互評価する
ことで、修正すべき
ことを確認する。

体験レポートの発表準備（3 時間）
・発表原稿の作成と発表の練習
・班内発表と班代表の選出
・クラス内発表と代表選出

個人
班

クラス

・調査事項について、
ポイントをおさえて
発表できるよう指導
する。

体験レポート発表会（１時間）
　・クラス代表が発表 学年

単元を振り返る（１時間）
・活動に対する自己評価 個人

事例①　単元名：第１学年「自分と社会のつながりを考える」（18 時間）

年間指導計画

単元の目標
○働く現場における問題解決の体験を通して、働く人の思いや社会で求められる力を知る。
○協同的な活動を通して、異なる意見や他者の考えを受け入れる姿勢をもつ。
○明確な課題を設定したインターンシップを通して、主体的に問題解決する姿勢を身に付ける。
○レポート等の作成、発表会の準備を通して、自らの体験が的確に伝わるように表現する。
○仕事の本質に迫る活動を通して、職業選択に対する多様な視点を身に付ける。

単元の展開（18 時間）

１
年

社会と自分のつながりを考える」 「社会問題を深く掘り下げる」

インターンシップを中心活動とした単元
（18 時間） ～クラス単位～

ディベートを中心活動とした単元
（17 時間）～クラス単位～

第３節　単元計画の具体例

【生徒の関心や
疑問】
　多様な仕事が
関連しあうこと
を 知 る 活 動 か
ら、様々な職業
へ の 関 心 を 高
め、訪問企業で
の活動に対する
課題意識をもつ
ようにする。

【教材について】
　企業等と十分
な協議を事前に
行い、責任ある
仕事に従事する
ことで、十分な
成果があがるよ
うな体験活動に
する。

【教師の願い】
　多様な職業に
興味・関心を広
げたい。
　職場体験を通
して、社会で求
められている資
質や能力及び態
度について学ぶ
ようにしたい。

【単元を終えた
生徒の姿】
　様々な体験活
動を通して、企
業活動の多様性
に 気 付 き、 自
らの能力を発揮
し、どのように
社会へ貢献する
かを考えるよう
に な っ て 欲 し
い。
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事例②　単元名：第３学年「知への旅立ち　－18歳の挑戦－」（25時間）

年間指導計画

単元の目標
○自らが設定した課題を解決する活動において、主体的、協同的に探究活動に取り組む。
○収集した情報や他者の意見を理解することで、社会問題等への自らの課題意識に気付く。

単元の展開（25 時間）

主な活動内容 時数 指導上の留意点 評価基準 教科等との関連

オリエンテーション
・単元の目標、評価規準を説明
・テーマを紹介し、希望調査
（8 のテーマから選択する）
　

１ ・生徒の興味関心を
喚起するように説
明を工夫する

・テーマは、外国文
化・歴史、日本文
化・歴史、情報、
健康・福祉、社会・
経済、自然・環境、
教育など

テーママップを作る
・グループで小テーマのアイデアを出す
（ブレーンストーミング→ＫＪ法的手法）
・アイデアを整理し、小テーマを決める
（ウェビングマップ）
・小テーマ班の希望を調査する
　

グループ課題の設定

３ ・小テーマの洗い出
しに向けて仮のグ
ループ分けをする

・生徒の興味・関心
に沿って班を編成
する

・班員の意見を受け
入れ、多様な視点
でアイデアを出し
ている

・これまでの総合的
な学習の時間で習
得した知識・技能
を活用する

個人テーマについて調査する
・小テーマ班でテーマに関する課題を探す
・課題の中から個人テーマを設定する
・個人テーマについて調査する
（インターネット検索、文献検索、インタビュー、

アンケート調査、フィールドワーク、実験等）
・個々に調査状況をまとめる
（ワークシート）
　

個人課題の設定 ～ 情報収集

５ ・各時間ごとに報告
し、質問を受ける
ことで、作業の進
行状況を把握する

・図書館を有効活用
するように指導す
る

・自ら設定した課題
の解決に向けて、
テーマに応じた方
法で主体的に活動
している

・各教科・科目の教
員がアドバイザー
として指導する

班内で報告して自分の状況を把握する
・小テーマ班で調査状況を報告する
・報告に対して互いにアドバイスをする　　
　

整理・分析 ～ まとめ・表現

１ ・ ア ド バ イ ス を 受
け、問題点に気付
くようにする

・自らの問題点に気
付き、具体的な改
善策を考えている

社会
技術・家庭

論題を設定して論文を書く
・論文を書く
・必要に応じて調査を継続する
・班で報告しあい、状況を確認する
・論文を仕上げ、発表資料を作成する
（ＩＣＴ機器の活用）
　

まとめ・表現 ～ 新たな課題の発見

10 ・収集した情報を整
理・分析する機会
を適宜設定する

・学び合いが探究の
質を高めることを
意識する

・論文作成過程にお
いて、賛否を明ら
かにしながら協同
的に学び合ってい
る

・教科「国語」で学
習した論文の書き
方を活用する

・教科「情報」で習
得した知識・技能
を活用する

テーマクラス内研究発表会
・個人の研究成果を発表し、相互評価する
・相互評価を受けて、クラス代表を決める
・単元を振り返る

２ ・自らの活動を振り
返ることで新たな
問題を意識するよ
うにする

・他のクラスの生徒
とも討論する機会
を設定する

・ 他 者 の 発 表 を 聞
き、多様な主張を
理解し、自己の在
り方とつなげて考
えている

学年研究発表会
・クラス代表が研究成果を発表する
・小集団に分かれてテーマを決めて討論する

３

３
年

「知への旅立ち　－ 18 歳の挑戦－」 「３年間を振り返る」

個人研究を中心活動とした単元
（25 時間） ～分野別～

ディベートを中心活動の単元
（10 時間） ～クラス別～
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事例③　単元名：第２学年「世界を舞台にフィールドワーク」（35 時間）

年間指導計画

総合的な学習の時間　第２学年単元計画

１．単元名　
「世界を舞台にフィールドワーク」（35 時間）

２．単元設定の理由
これからの社会は、グローバル化が一層進展し、異なる文化や価値観を受け入れながら

も、協同して問題を解決する資質や能力が求められていく。そのため、青年期に海外の文
化や歴史、経済等に直接触れ、考えることで、自らが国際社会の一員であることを強く意
識し、国際社会の持続可能な発展への関心を高めていくために、この単元を設定した。

３．単元の概要
（１）単元の目標

日本とは異なる文化や歴史、経済等に関心をもち、テーマに関する考えをまとめる活動を
通して、自ら設定した課題に関する十分な事前調査を元にした現地調査を行うことで、様々
な問題を国際社会の一員としての視点で捉え、異なる文化や価値観を受け入れ、尊重するこ
との大切さを理解し、主体的、協同的に社会のために貢献しようとする態度を育てる。

（２）単元で育てようとする資質や能力及び態度
【学習方法に関すること】

ア　テーマに関する仮説を立て、その調査に向けた事前及び現地の調査計画を立てる。
イ　学習の中で得た知識や技能を、次の課題や生活の中で出会う問題の解決に役立てる。

【自分自身に関すること】
ウ　国際社会における一員としての自覚をもち、自らの在り方を考える。

【他者や社会とのかかわりに関すること】
エ　異なる文化や価値観を尊重して、様々な人 と々コミュニケーションを図る。

（３）単元で学ぶ内容
ア　世界の国々の文化や歴史、経済、価値観の特徴、国際社会の一員としての自覚
イ　国際社会の持続可能な発展のための課題と共生に向けた取組

４．単元の評価規準

２
年

「世界を舞台にフィールドワーク」

課題探究の活動と修学旅行を関連させる単元
（35 時間）　～分野別～

実際に現地を
訪問する体験
活動を取り入
れた国際理解
の単元も考え
られる。

全体計画と照
らし合わせ、
生徒の成長の
姿を具体的な
目標として設
定する。

評価の
観点

よりよく問題を
解決する資質や

能力

学び方や
ものの考え方

主体的、創造的、
協同的に取り組む

態度

自己の
在り方生き方

単元の
評価規準

　現地調査や論文作
成時に、テーマに関
する自分なりの考え
方をもって計画し、
調査・分析している。

　現地調査において、
異なる文化の人々の
意見を尊重しながら、
互いの考えを理解し
ている。

　互いに発表し合う
ことで、得た知識や
技能を多角的に見直
し、よりよい解決に
向けて改善している。

　自らの考えをまと
める際に、国際社会
の一員として何がで
き る か を 考 え て い
る。
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5．指導計画（35 時間）

主な活動内容 探究の流れ 指導上の留意点 行事・教科等との関連

調
査
課
題
を
設
定
す
る

小
単
元
①　

（
15
時
間
）

事前学習オリエンテーション（１）

事
前
調
査
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
（
９
）

・事前学習のグループ編成
・グループテーマの設定
・グループテーマの派生事項

から個人テーマの設定
・個人テーマの調査
・渡航先の政治・経済、文化、

生活、自然・環境等を学ぶ
・個人テーマの調査を継続し、

調査課題を設定
・グループ内で中間報告

課題の設定
↓
↓
↓

情報の収集

↓
整理・分析
まとめ・表

現
↓

課題の設定

・生徒の興味・関
心に応じて講座
分けする

・適宜報告するこ
とで互いにアド
バイスする

・各教科と連携し、
教科と関連する講
座を教員で分担す
る

・調査課題に関する仮説を立
て調査レポートをまとめる

・調査候補地の選定

情報の収集
整理・分析

まとめ・表現

・学校外での活動
を取り入れる。

・調査レポート作成、
調査候補地の選定
は夏休みの課題

事
前
調
査
の

報
告
（
５
）

・調査レポート報告
・グループ発表用ポスターの

作成
・クラス内発表会
・発表の振り返り

↓
整理・分析
まとめ・表

現
↓

課題の設定

・個々で収集した
情報を班内で共
有し、協同的に
作業する。

現
地
調
査
を
準
備
す
る

小
単
元
②　

（
８
時
間
）

現
地
活
動
計
画
の

作
成
（
７
）

・班別の活動計画案を作成
・渡航先の学校等と事前交渉

・活動計画案を中間報告し、
相互評価

・活動計画案を修正

情報の収集
↓

整理・分析
まとめ・表現

↓
課題の設定
整理・分析
まとめ・表現

・全ての班員の調
査ができるよう
に計画する

・発表で得られた
問題点を修正す
る

直前オリエンテーション（１） 課題の設定

渡航先での現地調査（修学旅行中）
　・現地調査で事前に立てた仮説を検証
　・現地の学校等との交流

情報の収集
整理・分析

↓

・非言語情報の記
録に注意する

・修学旅行 3 日目班
別研修

自
己
の
成
長
を
記
録
に
残
す

小
単
元
③　

（
12
時
間
）

事後学習オリエンテーション（１） ↓

論
文
の
作
成
（
３
）

・個人テーマについて論文を
作成（冬休み）

↓
まとめ・表現

・論文作成は冬休み
の課題

・グループ内中間報告

・論文を修正する

↓
課題の設定
整理・分析
まとめ・表現

・相互評価するこ
とで、修正点を
明確化する

論
文
の
発
表
（
７
）

・グループ発表内容の検討と
役割分担検討

・グループ発表資料の作成
・クラス内発表と相互評価
・クラス代表の選出

課題の設定
情報の収集
まとめ・表現

↓
↓

・役割分担して協
同的に作業する

・クラス代表による全体発表会 ↓
↓

・1、2 年生合同で発
表会を実施

単元の振り返り（１） ↓
課題の設定

・新たな課題を意
識する

生徒の多様な
興味・関心に
対応できるよ
うな講座を設
定する。

生徒の実感や
感想、写真や
映像などの情
報を重視して
収集する。

個々の活動と
グループテー
マとを関連さ
せることで、
生徒間の協同
的な活動にな
るように計画
する。


